
















組み立てには20m以上の⾧いスペースが必要大きな冷蔵庫のような精密機器



およそパン焼き機から大型コピー機ぐらいでサイズ
に幅がある

机上での精密な作業スペースが必要























2011年7月 発注元で近隣の日立ハイテクノロジーズを見学　　　             

写真撮影はできなかったが、精密機器製造の広大な現場を一通り見学．
物と人の流れ、クリーンルームの空気清浄や純水の仕組み・運用を実感．             

写真は、撮影できた別棟のバイオ産廃水処理設備
             

薬品処理でなく微生物に食べてもらい地球に優しく中水程度に戻す
震災で電源が落ち、微生物は死滅してしまった 　　







































































製造エリアから回廊のパスボックス越しに、ランチルームをみる
-

USBから回廊越しに、正面下に製造エリア、右に太鼓橋をみる







一直線に伸びる東側のテラス回廊には、エントランスや会議室、総務、営業室、ランチルームなどアクセス性が求められる諸室が庭に面して並ぶ



昇降口から、右に手洗を組み込んだ北回廊をみる。北回廊は製品搬出入上ここで途切れて、設備の渡りとメンテナンス通路をブリッジに託している



北回廊上部の渡りのブリッジ、メンテナンス通路を兼ねる。左は、製造エリア内に空気的な区切りが必要な室とロフトをもつ、櫓状のロフト付BOX







作庭は、初代が植えた樹齢50年超の桜並木を主人公に考えました。足元の既存フェンスを「クウキベイ」に替え、建物際に新しく雑木林のような
庭を、室外機や駐車場、緑の視界という三者を織り込んだバッファとして設え、凹凸の外壁とのやり取りが楽しめるようになっています





エントランスの大きな出隅親子扉、ゆったりしたポーチにベンチやピクチャーウィンドウを彩る赤松、みてる内に気付いたら１m上がってしまいます



北からの東庭。製造を補完する用途の平屋でシンプルな矩形のUSB諸室は、庭と呼応するようにリアス式に並んでいます
このバッファーに、機能的には来客用駐車場や避難路、室外機を納め、そして、身近な自然の存在が季節の移り変わりを告げてくれます



敷地はおよそ70ｍｘ110ｍあり、四周に4tトラックが旋回できる通路、残りの中央部にできるだけ大きな製造エリア（24ｍｘ66ｍ）を設けました



ここを含めた先端技術系生産拠点が集積し、それら製造ネットワークを支えるのは、平坦で地盤が安定しているこの那珂台地に負うところが大きい








